
特
集
・
低
成
長
下
横
浜
の
行
財
政

横
浜
市
商
業
の
特
質

衣
笠
洋
輔
〈
横
浜
市
立
大
学
商
学
部
教
授
〉

は
じ
め
に

　
本
稿
は
横
浜
市
商
業
の
特
質
と
そ
の
問
題
点
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
目
と
し
て
い
る
。
一
ヵ
月
ほ
ど

前
に
、
筆
者
は
横
浜
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
『
横
浜

の
経
済
と
社
会
・
一
九
七
五
年
』
に
『
神
奈
川
県
商
業

の
特
質
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
論
文
を
発
表
し
、
特
に

神
奈
川
県
卸
売
業
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
特
質
と
問
題

点
を
提
示
し
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
第
二
部
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
、
前
掲
の
論
文
と
は
逆
に
、
横
浜
市
商
業

の
中
で
も
、
そ
の
小
売
業
の
特
質
と
問
題
点
に
重
点
を

置
い
て
考
察
を
進
め
て
い
る
。

　
前
掲
の
論
文
で
は
、
神
奈
川
県
商
業
が
そ
の
全
国
的

位
置
づ
け
に
お
い
て
著
る
し
く
弱
体
で
あ
り
、
か
つ
、

は
じ
め
に

前
掲
論
文
の
要
約

横
浜
市
卸
売
業
の
特
質

横
浜
市
小
売
業
の
特
質

横
浜
市
小
売
業
の
今
後
の
課
題

依
拠
し
て
い
る
。

年
々
、
地
盤
沈
下
の
傾
向
さ
え
示
し
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
、
し
か
も
、
そ
の
元
兇
が
卸
売
業
に
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
そ
の
理
由
を
解
説
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
欠
け
て
い
る
の
は
、
神
奈
川

県
小
売
業
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
一
つ
に
は
、
こ
の
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
執
筆
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
本
来
な
ら
ば
、
「
神
奈
川
県
小
売
業
の
特
質
」
と
い

う
形
で
分
析
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ

れ
を
さ
ら
に
一
歩
掘
り
下
げ
る
形
で
、
「
横
浜
市
小
売

業
の
特
質
」
を
中
心
と
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し

た
。
　
な
お
、
資
料
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
通
産
省
の
指
定
統
計
で
あ
る
「
商
業
統
計
調
査
」
に

　
前
掲
論
文
で
の
分
析
結
果
は
以
下
の
諸
点
に
要
約
さ

れ
る
。

　
第
一
点
は
神
奈
川
県
商
業
の
全
国
的
位
置
づ
け
が
著

る
し
く
低
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
元
兇
が
神
奈
川
県
卸

売
業
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
神
奈
川
県
商
業
は
、
昭
和
四
十
九
年
現
在
（
資
料
：

商
業
統
計
調
査
）
の
年
間
販
売
額
で
、
対
全
国
シ
ェ
ア

ニ
・
五
％
、
全
国
都
道
府
県
中
第
七
位
で
あ
り
、
神
奈

川
県
の
人
口
（
対
全
国
シ
ェ
ア
五
・
五
％
、
第
三
位
）

民
力
指
数
（
朝
日
新
聞
社
編
集
：
五
三
・
五
％
、
第
四

一

二

前
掲
論
文
の
要
約

調査季報56 77.12 38

五 四
三 二
一



位
）
に
比
較
し
て
、
そ
の
低
位
が
目
立
つ
。

　
人
口
は
商
業
の
潜
在
力
を
示
す
き
わ
め
て
有
効
な
指

標
の
一
つ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
神
奈
川
県
は
そ
の

人
口
（
対
全
国
シ
ェ
ア
五
・
五
％
、
第
三
位
）
か
ら
み

る
限
り
、
き
わ
め
て
大
き
な
潜
在
力
を
も
っ
て
い
る
と

い
え
る
。

　
神
奈
川
県
商
業
の
全
国
的
地
位
の
低
さ
は
、
商
業
統

計
調
査
の
業
種
的
分
類
で
あ
る
「
卸
売
業
」
、
「
小
売

業
」
、
「
飲
食
店
」
に
よ
る
と
、
「
卸
売
業
」
に
も
っ

と
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
神
奈
川
県
卸
売
業
の
場
合
、
昭
和
四
十
九
年
現
在
の

年
間
販
売
額
は
、
対
全
国
シ
ェ
ア
一
・
七
％
、
第
九
位

で
あ
り
、
「
小
売
業
」
（
第
五
位
、
五
・
五
％
）
、
「
飲

食
店
」
（
第
四
位
、
五
・
六
％
）
に
比
較
し
て
も
著
る

し
く
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
神
奈
川
県
の
「
小
売
店
」
、
「
飲
食
店
」
の
対
全
国

シ
ェ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
五
・
五
％
、
五
・
六
％
で
、
「
人

口
」
の
五
・
五
％
、
「
民
力
総
合
指
数
」
の
五
・
三
％
に

ほ
ぼ
匹
敵
し
て
お
り
、
両
者
は
そ
の
潜
在
力
を
実
現
し

て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
故
に
、
神
奈
川
県
の
商

業
の
相
対
的
地
域
の
低
さ
は
、
主
と
し
て
、
「
卸
売
業
」

の
全
国
的
地
位
の
低
さ
に
起
因
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
点
は
卸
売
業
が
小
売
業
に
比
較
し
て
広
域
性
を

も
ち
、
そ
れ
故
に
、
人
口
と
の
関
係
が
稀
薄
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
卸
売
業
販
売
額
シ
ェ

ア
／
人
口
シ
ェ
ア
と
小
売
業
販
売
シ
ェ
ア
／
人
口
シ
ェ

ア
と
の
対
比
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。

　
昭
和
四
十
九
年
現
在
、
卸
売
業
販
売
額
シ
ェ
ア
／
人

口
シ
ェ
ア
が
東
京
三
・
二
四
か
ら
奈
良
〇
・
一
三
ま
で

き
わ
め
て
広
範
な
分
散
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
小

売
業
販
売
額
シ
ェ
ア
／
人
口
シ
ェ
ア
が
東
京
一
・
三
八

か
ら
奈
良
〇
・
七
一
ま
で
一
・
〇
〇
を
中
心
と
し
て
そ

の
近
辺
に
分
布
し
て
い
る
の
は
、
人
口
に
対
す
る
「
卸

売
業
」
お
よ
び
「
小
売
業
」
の
関
係
を
は
っ
き
り
と
示

し
て
い
る
。

　
第
三
点
は
神
奈
川
県
卸
売
業
の
全
国
的
地
位
の
低
さ

を
規
定
し
て
い
る
最
大
の
要
因
が
、
東
京
に
隣
接
し
、

そ
の
商
圏
内
に
あ
っ
て
直
接
的
影
響
を
受
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
東
京
の
神
奈
川
に
対
す
る
支
配
度
は
神
奈
川
県
卸
売

業
の
対
東
京
仕
入
依
存
度
（
東
京
仕
入
／
県
仕
入
全
体
）

に
よ
っ
て
示
す
の
が
有
効
で
あ
る
。
神
奈
川
の
場
合
、

対
東
京
仕
入
依
存
度
は
四
二
・
五
％
（
埼
玉
四
五
・
四

％
、
干
葉
四
五
・
九
％
）
と
、
全
国
を
二
分
す
る
商
圏

を
も
つ
大
阪
に
隣
接
す
る
兵
庫
の
対
大
阪
仕
入
依
存
度

三
一
・
四
％
に
比
較
し
て
も
、
き
わ
め
て
高
く
な
っ
て

い
る
の
が
目
立
つ
。

第
四
点
は
神
奈
川
県
卸
売
業
の
経
営
規
模
が
ま
こ
と

に
小
規
模
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
経
営
規
模
は
一

店
当
り
販
売
額
、
お
よ
び
、
一
店
当
の
従
業
員
数
で
は

か
る
の
が
有
効
で
あ
る
が
、
神
奈
川
県
卸
売
業
の
特
質

を
明
確
に
示
す
た
め
に
抽
出
し
た
十
三
都
府
県
（
グ
ル

ー
プ
Ａ
：
東
京
、
大
阪
、
愛
知
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
：
宮
城

広
島
、
福
岡
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
：
神
奈
川
、
静
岡
、
京
都

兵
庫
、
グ
ル
ー
プ
Ｄ
：
千
葉
、
埼
玉
、
グ
ル
ー
プ
Ｅ
：

北
海
道
）
中
、
神
奈
川
は
一
店
当
り
販
売
額
で
十
一
位
、

一
店
当
り
従
業
員
数
で
十
位
と
ま
っ
た
く
の
低
位
に
あ

る
。
　
一
店
当
り
販
売
額
で
、
神
奈
川
は
三
二
〇
百
万
円
で
、

グ
ル
ー
プ
Ａ
（
東
京
、
大
阪
一
、
〇
〇
〇
百
万
円
台
）
、

グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
三
県
と
も
五
〇
〇
百
万
円
台
）
は
い
う

に
及
ば
ず
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
の
京
都
（
四
三
〇
百
万
円
）
、

兵
庫
、
静
岡
（
い
ず
れ
も
三
四
〇
百
万
円
台
）
に
比
較

し
て
も
最
低
で
あ
り
、
十
三
府
県
中
、
神
奈
川
よ
り
下

位
に
あ
る
の
は
グ
ル
ー
プ
Ｄ
の
埼
玉
、
干
葉
（
い
ず
れ

も
二
一
○
百
万
円
台
）
の
二
県
に
す
ぎ
な
い
。

　
第
五
点
は
神
奈
川
県
卸
売
業
が
業
種
的
に
偏
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
神
奈
川
の
場
合
、
「
各
種
商
品
」
の

卸
売
業
が
一
店
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
各
種
商
品
」

を
東
京
の
例
で
み
る
と
、
僅
か
二
七
店
で
東
京
都
卸
売

業
の
年
間
販
売
額
の
三
七
・
六
％
を
占
め
、
そ
の
経
営

規
模
の
一
店
当
り
販
売
額
五
六
九
、
六
九
五
百
万
円
、

一
店
当
り
従
業
者
数
九
八
一
人
と
圧
倒
的
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
「
各
種
商
品
」
の
経
営
規
模
は
各
都
府
県

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
規
模
は
他
業
種

に
比
較
す
る
と
圧
倒
的
に
大
き
く
、
こ
の
「
各
種
商

品
」
が
神
奈
川
に
一
店
も
な
い
こ
と
は
、
神
奈
川
県
卸
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売
業
の
弱
体
さ
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
そ
の
二
は
、
全
国
的
な
い
し
ロ
ー
カ
ル
に
独
自
の
商

圏
を
確
立
し
て
い
る
グ
ル
≒
フ
Ａ
（
東
京
、
大
阪
、
愛

知
）
、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
宮
城
、
広
島
、
福
岡
）
が
、
「
各

種
商
品
」
を
除
き
、
揃
っ
て
一
位
、
二
位
に
あ
げ
て
い

る
「
機
械
器
具
」
、
「
鉱
物
・
金
属
材
料
」
に
つ
い
て

み
る
と
、
ま
ず
、
「
機
械
器
具
」
の
場
合
、
神
奈
川
も

一
位
に
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
経
営
規
模
（
一
店
当
り

販
売
額
：
神
奈
川
五
二
七
百
万
円
で
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
、

Ｂ
の
最
高
、
愛
知
一
、
一
一
九
百
万
円
、
最
低
、
福
岡

五
五
八
百
万
円
）
と
著
る
し
く
低
水
準
に
あ
る
。
さ
ら

に
、
「
鉱
物
・
金
属
材
料
」
の
場
合
、
神
奈
川
は
五
位

に
あ
げ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
。
一
店
当
り
販
売
額
で
は
、

グ
ル
ー
プ
Ａ
、
Ｂ
の
六
都
府
県
の
う
ち
、
大
阪
（
一
、

八
四
五
百
万
円
）
を
除
く
五
府
県
は
い
ず
れ
も
二
、
〇

〇
〇
百
万
円
台
を
記
録
し
て
い
る
の
に
対
し
、
神
奈
川

は
五
七
四
百
万
円
と
大
差
が
つ
い
て
お
り
、
十
三
都
府

県
中
で
も
十
位
を
占
め
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
第
六
点
は
、
神
奈
川
県
卸
売
業
を
グ
ル
ー
プ
別
十
三

都
府
県
の
そ
れ
に
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
る
も
の
で
、
神
奈
川
の
場
合
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
（
東

京
、
大
阪
、
愛
知
）
と
は
各
指
標
に
お
い
て
余
り
に
も

画
然
と
し
た
較
差
を
も
ち
、
あ
え
て
共
通
点
を
求
め
る

　
神
奈
川
と
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
宮
城
、
広
島
、
福
岡
）
と

の
対
比
で
は
、
神
奈
川
の
低
迷
と
、
新
興
勢
力
と
し
て

の
グ
ル
ー
プ
Ｂ
と
の
躍
進
が
ま
さ
に
対
照
的
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
Ｂ
は
ロ
ー
カ
ル
商
圏
の
中
心
県
で
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
Ｂ
各
県
の
躍
進
と
グ
ル
ー
プ
Ａ
に
加
え
て
の
京

都
、
神
奈
川
、
兵
庫
な
ど
先
発
グ
ル
ー
プ
の
地
盤
沈
下

は
無
関
係
で
は
な
い
。

　
グ
ル
ー
プ
Ｃ
の
神
奈
川
、
京
都
、
兵
庫
の
間
で
は
、

い
ず
れ
も
地
盤
沈
下
と
低
迷
と
い
う
面
が
強
く
、
京
都

が
繊
維
不
振
を
直
接
に
反
映
し
て
い
る
の
を
除
け
ば
、

神
奈
川
と
兵
庫
の
間
に
は
多
く
の
共
通
点
が
目
立
っ
て

い
る
。

　
最
後
に
、
神
奈
川
と
グ
ル
ー
プ
Ｄ
の
埼
玉
、
干
葉
を

対
比
す
る
場
合
、
神
奈
川
は
そ
の
成
長
性
を
除
く
あ
ら

ゆ
る
指
標
で
埼
玉
、
千
葉
に
対
し
て
優
位
に
あ
る
が
。
埼

玉
、
干
葉
と
の
対
比
は
神
奈
川
県
卸
売
業
の
実
力
の
過

大
評
価
に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

　
以
上
は
神
奈
川
県
卸
売
業
の
全
国
的
直
置
づ
け
と
そ

の
特
質
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
特
質
は
そ
の

ま
ま
横
浜
市
卸
売
業
に
も
あ
て
は
ま
る
。

―
横
浜
市
卸
売
業
の
特
質

と
す
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
Ａ
の
地
盤
沈
下
の
目
立
つ
中

で
、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
の
京
都
、
兵
庫
と
並
ん
で
、
同
様
の

地
盤
沈
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
神
奈
川
県
卸
売
業
に
占
め
る
横
浜
市
の
ウ
ェ
ー
ト

は
、
卸
売
業
販
売
額
で
六
五
・
三
％
と
き
わ
め
て
高
く
、

前
掲
論
文
に
つ
い
て
の
上
記
の
要
約
は
ほ
と
ん
ど
そ
の

ま
ま
横
浜
市
卸
売
業
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。

　
前
掲
論
文
で
、
筆
者
は
、
神
奈
川
県
卸
売
業
の
特
質

を
解
明
す
る
の
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
十
三
都
道
府

県
（
神
奈
川
も
含
む
）
を
抽
出
し
、
そ
の
商
圏
が
全
国

的
規
模
で
広
が
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
Ａ
（
東
京
、
大
阪
、

愛
知
）
、
そ
の
商
圏
が
？

つ
グ
ル
ー
プ
Ｂ
（
宮
城
、
広
島
、
福
岡
）
、
グ
ル
ー
プ

Ａ
に
隣
接
し
。
そ
れ
ら
の
強
い
影
響
下
に
あ
り
な
が
ら
、

あ
る
程
度
の
自
律
性
を
確
保
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
Ｃ

　
（
京
都
、
静
岡
、
神
奈
川
、
兵
庫
）
、
東
京
に
隣
接
し
、

完
全
に
そ
の
支
配
下
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
Ｄ
（
埼
玉
、
干

葉
）
、
さ
ら
に
は
、
他
の
商
圏
か
ら
独
立
し
、
相
互
依

存
度
の
き
わ
め
て
低
い
グ
ル
ー
プ
Ｅ
（
北
海
道
）
の
五

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
十
三
都
府
県
の
卸
売
業
と
そ
れ
を
代
表
す
る
主

要
都
市
の
卸
売
業
の
間
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

き
わ
め
て
高
い
相
関
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
三

都
府
県
卸
売
業
年
間
販
売
額
で
神
奈
川
（
対
全
国
シ
ェ

ア
、
一
・
八
％
）
よ
り
上
位
に
あ
る
の
は
、
東
京
（
三

三
・
八
％
）
、
大
阪
（
二
〇
・
九
％
）
、
愛
知
（
九
・

三
％
）
、
福
岡
（
四
・
〇
％
）
、
北
海
道
（
三
・
二
％
）

広
島
（
二
・
五
％
）
、
兵
庫
（
二
・
一
％
）
、
宮
城
（
二

・
一
％
）
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
京
都
（
一
・
七
％
）

が
十
位
、
静
岡
（
一
・
六
％
）
が
十
一
位
、
埼
玉
（
○

・
八
％
）
が
十
四
位
、
干
葉
（
〇
・
七
％
）
が
十
七
位

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
十
三
都
府
県
を
代
表

三
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す
る
主
要
都
市
の
順
位
は
、
一
位
東
京
区
部
（
三
四
・

六
％
）
、
二
位
大
阪
市
（
一
九
・
二
％
）
、
三
位
名
古

屋
市
（
八
・
五
％
）
、
四
位
福
岡
市
（
三
・
二
％
）
、

五
位
広
島
市
、
仙
台
市
（
一
・
八
％
）
、
七
位
京
都
市
、

札
幌
市
（
一
・
六
％
）
、
九
位
神
戸
市
（
一
・
三
％
）

十
位
横
浜
市
（
一
・
三
％
）
と
な
り
、
横
浜
市
は
十
三

都
府
県
を
代
表
す
る
主
要
都
市
の
中
で
、
さ
ら
に
順
位

が
一
位
繰
り
下
っ
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
た
い
。

　
横
浜
市
卸
売
業
の
特
質
が
、
全
国
的
位
置
づ
け
か
ら

み
る
か
ぎ
り
、
神
奈
川
県
卸
売
業
の
特
質
と
い
か
に
共

通
し
て
い
る
か
を
証
明
す
る
デ
ー
タ
は
豊
富
に
存
在
す

る
が
、
「
は
じ
め
に
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿

で
は
、
横
浜
市
卸
売
業
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以

上
の
言
及
を
避
け
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
｢
二
、
前
掲
論
文
の
要
約
」
に
お
け
る
神
奈
川
県
卸

売
業
を
そ
の
ま
ま
横
浜
市
卸
売
業
に
読
み
代
え
て
み
て

い
た
だ
い
て
何
ら
問
題
は
な
い
。

横
浜
市
小
売
業
の
特
質

　
横
浜
市
小
売
業
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
最
初
に
、
全
国

的
位
置
づ
け
を
通
し
て
、
そ
の
特
質
を
解
明
す
る
こ
と

か
ら
始
め
た
い
。
ま
ず
、
こ
の
点
を
十
大
都
市
（
な
い

し
七
大
都
市
）
の
小
売
業
と
横
浜
市
小
売
業
と
の
対
比

を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
卸
売
業
が
広
域
性
を
も
ち
、
現
地
の
人
口
、
所
得
水

準
と
の
関
係
が
稀
薄
で
あ
る
の
に
対
し
、
小
売
業
は
局

地
性
を
も
ち
、
現
地
の
人
口
、
所
得
水
準
と
高
い
相
関

を
も
っ
て
い
る
た
め
。
卸
売
業
の
場
合
に
比
較
し
て
、
小

売
業
の
も
つ
潜
在
力
は
把
握
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

表―1　10大都市の消費支出規模

　
横
浜
市
小
売
業
の
潜
在
力
は
、
横
浜
市
の
人
口
お
よ

び
所
得
水
準
、
あ
る
い
は
、
横
浜
市
の
消
費
支
出
規
模

に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　
第
一
表
は
十
大
都
市
の
消
費
支
出
規
模
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
第
一
表
の
「
⑥
消
費
支
出
規
模
」
は
「
①

人
口
」
、
「
③
所
得
較
差
（
人
口
一
人
当
所
得
）
」
。

　
　
　
　
　
　
「
⑤
消
費
支
出
率
（
消
費
支
出
／
所
得
）
」

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。

　
ま
ず
、
昭
和
四
十
九
年
現
在
の
人
口
で

み
る
と
横
浜
市
は
二
五
一
万
人
で
、
十
大

都
市
中
、
東
京
区
部
（
八
四
七
万
人
）
、

大
阪
市
（
二
七
六
万
人
）
に
次
い
で
、
僅

少
さ
で
第
三
位
を
占
め
て
お
り
、
し
か
も

横
浜
市
の
場
合
、
人
口
の
伸
び
率
（
四
十

九
年
／
四
十
五
年
）
は
十
大
都
市
中
で
も

札
幌
市
（
一
・
一
九
）
に
次
い
で
二
位
、

一
・
一
六
と
、
三
位
の
福
岡
以
下
を
大
き

く
引
き
離
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
人
口
で

横
浜
市
よ
り
上
位
に
あ
る
東
京
区
部
、
大

阪
市
が
〇
・
九
九
、
〇
・
九
四
と
い
ず
れ

も
減
少
傾
向
に
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ

り
、
昭
和
五
十
二
年
現
在
で
は
、
横
浜
市

は
大
阪
市
を
抜
い
て
人
口
で
第
二
位
に
進

出
し
て
い
る
。

　
次
に
、
人
口
一
人
当
り
の
所
得
水
準
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
各
都
市
の
人
口
一
人

調査季報56 77.1211
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当
り
所
得
は
、
朝
日
新
聞
社
編
の
「
’
七
五
民
力
」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
「
所
得
較
差
」
（
人
口
一
人
当
の
所
得

の
全
国
平
均
を
一
〇
〇
と
し
て
各
都
市
の
そ
れ
を
指
数
化
し

た
も
の
）
　
に
的
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
八
年

現
在
の
「
所
得
較
差
」
で
み
る
と
、
十
大
都
市
中
、
横

浜
市
は
一
四
四
・
七
で
、
東
京
区
部
で
の
一
五
二
・
七

に
次
い
で
二
位
を
占
め
、
第
三
位
の
川
崎
市
（
一
三
六

・
二
）
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
な
お
、
大

阪
市
は
一
二
三
・
〇
で
十
大
都
市
中
九
位
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　
「
①
人
口
」
、
「
②
所
得
較
差
」
（
人
口
一
人
当
り
所

得
）
か
ら
み
て
、
横
浜
市
小
売
業
の
潜
在
力
お
よ
び
成

長
性
は
十
大
都
市
中
二
位
な
い
し
三
位
の
大
き
さ
を
も

つ
と
考
え
て
よ
い
。

　
最
後
に
、
昭
和
四
十
八
年
現
在
の
「
③
消
費
支
出

率
」
（
消
費
支
出
／
可
処
分
所
得
）
に
つ
い
て
み
る
と
、

県
別
の
計
算
に
よ
る
と
、
大
阪
市
、
神
戸
市
の
属
し
て

い
る
大
阪
、
兵
庫
は
七
五
・
四
％
と
圧
倒
的
に
高
く
、

次
い
で
、
東
京
（
七
一
・
二
％
）
が
三
位
を
占
め
、
横

浜
、
川
崎
が
属
し
て
い
る
神
奈
川
は
六
八
・
六
％
と
、

愛
知
（
六
八
・
六
％
）
、
京
都
（
六
七
・
四
％
）
と
最

下
位
争
い
を
演
じ
て
い
る
。

　
横
浜
市
の
「
③
消
費
支
出
率
」
の
低
さ
は
横
浜
市
の

消
費
支
出
規
模
に
マ
イ
ナ
ス
に
利
い
て
く
る
が
、
各
都

市
毎
に
「
人
口
×
人
口
一
人
当
り
の
所
得
額
×
消
費
支

出
率
」
と
し
て
概
算
さ
れ
た
各
都
市
の
消
費
支
出
規
模

に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
八
年
の
横
浜
市
の
消
費

支
出
規
模
は
八
二
七
。
四
八
一
百
万
円
で
、
東
京
区
部

の
三
、
〇
四
六
、
一
九
二
百
万
円
は
と
も
か
く
と
し
て
、

大
阪
市
の
八
四
八
、
四
四
九
百
万
円
に
次
い
で
僅
少
さ

で
第
三
位
を
占
め
て
お
り
、
少
な
く
と
も
、
横
浜
市
小

売
業
の
潜
在
力
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
十
大
都
市
中
第
三

位
の
実
力
を
も
つ
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　
横
浜
市
小
売
業
の
潜
在
力
な
い
し
潜
在
的
成
長
性
は

き
わ
め
て
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
潜
在
力
が

横
浜
市
小
売
業
に
よ
っ
て
顕
在
化
さ
れ
、
享
受
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。

　
第
二
表
は
十
大
都
市
の
小
売
業
の
実
態
を
示
す
指
標

を
一
覧
表
の
形
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
小
売
業
販
売
額
を
対
全
国
シ
ェ
ア
で
み
る
と
、
昭
和

四
十
九
年
現
在
で
、
横
浜
市
は
東
京
区
部
の
一
二
・
〇

％
、
大
阪
の
四
・
八
％
、
名
古
屋
の
三
・
二
％
に
次
い

で
、
第
四
位
、
二
・
四
％
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、

販
売
額
伸
び
率
で
み
る
と
、
名
古
屋
市
の
一
・
九
五
を

筆
頭
に
、
北
九
州
市
（
丁
八
八
）
、
京
都
、
神
戸
（
一

・
八
二
）
が
き
わ
め
て
高
い
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
反

面
、
横
浜
市
は
一
・
七
四
と
、
大
阪
の
一
・
六
四
、
東

京
区
部
の
丁
七
三
と
並
ん
で
、
き
わ
め
て
低
い
伸
び

率
を
示
し
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
横
浜
市
小
売
業
の
販
売
額
伸
び
率
の
低
さ
は
、
そ
の

表－2　10大都市の小売業の実態人
口
伸
び
率
の
高
さ
と
関
係
づ
け
る
場
合
一
層
明
確
に

な
る
。
東
京
区
部
お
よ
び
大
阪
市
の
販
売
額
伸
び
率
の

低
さ
は
そ
の
人
口
伸
び
率
の
マ
イ
ナ
ス
を
反
映
し
て
い

る
と
い
え
る
。

　
販
売
額
伸
び
率
／
人
口
伸
び
率
は
こ
の
関
係
を
も
っ

横
浜
市
小
売
業
の
実
態
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と
も
端
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
比
率
で
み
る
場
合
、

横
浜
市
は
一
・
五
〇
と
他
都
市
に
比
較
し
て
著
る
し
く

低
く
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
横
浜
市
小
売
業
が
横
浜
市
の
高
い
人
口
伸
び
率
に

対
応
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
人
口
／
商
店
数
、
人
口
／
売
場
面
積
、

販
売
額
／
人
口
の
比
率
に
も
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い

る
。
人
口
／
商
店
数
は
小
売
店
一
店
で
カ
バ
ー
す
べ
き

人
数
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
人
数
が
少
な
い
ほ
ど
商
店

の
密
度
な
い
し
分
布
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

人
口
／
売
場
面
積
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え

る
。
　
人
口
／
商
店
数
に
つ
い
て
み
る
と
大
阪
市
は
五
三
・

八
人
と
も
っ
と
も
高
い
商
店
密
度
を
示
し
、
二
位
の
京

都
市
六
二
・
〇
人
以
下
を
大
き
く
引
離
し
て
い
る
。
東

京
区
部
は
七
二
・
〇
人
と
第
七
位
の
密
度
を
示
し
、
さ

ら
に
、
神
奈
川
県
内
の
川
崎
市
、
横
浜
市
は
九
三
・
七

人
、
九
七
・
三
人
と
大
差
を
つ
け
ら
れ
た
上
で
八
位
、

九
位
を
占
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
九
年
の
商
店
密
度
を
四
十
五
年

の
そ
れ
に
比
較
し
て
み
る
と
、
七
大
都
市
中
、
四
都
市

　
（
東
京
区
部
、
大
阪
市
、
北
九
州
市
、
福
岡
市
）
が
さ

ら
に
商
店
密
度
を
高
め
て
い
る
反
面
、
三
都
市
（
横
浜

市
、
名
古
屋
市
、
京
都
市
）
の
商
店
密
度
は
低
ま
っ
て

お
り
、
こ
の
低
下
は
横
浜
市
に
お
い
て
も
っ
と
も
顕
著

に
見
出
さ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
人
口
／
売
場
面
積
に
も
そ
の
ま
ま
、
あ

て
は
ま
る
。
神
奈
川
県
に
属
す
る
横
浜
市
、
川
崎
市
だ

け
が
そ
れ
ぞ
れ
二
・
二
人
、
二
・
一
人
と
二
人
台
を
示

し
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
は
東
京
区
部
の
一
・

八
人
か
ら
福
岡
の
一
・
一
人
ま
で
一
人
台
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
し
か
も
、
横
浜
市
の
場
合
、
売
場
面
積
一
が

当
り
担
当
す
べ
き
人
口
は
四
十
五
年
の
二
・
〇
六
人
か

ら
四
十
九
年
の
二
・
二
〇
人
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
販
売
額
／
人
口
は
横
浜
市
小
売
業
の
人
口

一
人
当
り
販
売
額
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
た
、
神

奈
川
県
の
川
崎
市
、
横
浜
市
が
三
七
万
円
、
三
八
万
円

と
最
下
位
を
独
占
し
、
北
九
州
市
（
四
一
万
円
）
を
除

く
他
の
諸
市
は
大
阪
の
七
〇
万
円
を
筆
頭
に
、
名
古
屋

六
二
万
円
、
東
京
五
七
万
円
と
五
〇
万
円
台
を
示
し
て

い
る
。

　
以
上
の
考
察
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
口
に
関
係
づ

け
ら
れ
た
諸
指
標
は
、
横
浜
市
、
川
崎
市
の
そ
れ
が
際

立
っ
て
低
い
数
値
を
示
し
て
お
り
、
横
浜
市
、
川
崎
市

ひ
い
て
は
、
神
奈
川
県
の
小
売
業
が
商
店
数
、
売
場
面

積
、
販
売
額
の
い
ず
れ
か
ら
み
て
も
、
現
在
の
人
口
お

よ
び
人
口
の
伸
び
率
に
対
し
て
十
分
に
適
応
し
き
れ
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
三
表
は
十
大
都
市
の
消
費
支
出
の
流
出
、
流
入
に

関
す
る
諸
指
標
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
大
都
市
で

あ
る
以
上
、
そ
の
す
べ
て
が
相
当
高
い
流
入
度
を
も
つ

こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。

　
横
浜
市
、
川
崎
市
の
場
合
、
当
然
、
流
入
も
あ
る
一

方
、
東
京
区
部
を
控
え
て
い
る
た
め
、
か
な
り
の
流
出

も
考
え
ら
れ
る
。

表－3　10大都市の消費需要の流出・流入

横
浜
市
の
消
費
支
出
の
流
出
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ま
ず
、
昼
夜
間
人
口
比
（
昭
和
四
十
五
年
の
国
勢
調

査
）
で
み
る
と
、
大
阪
市
の
一
二
九
・
三
を
筆
頭
に
、

東
京
区
部
（
一
一
八
・
二
）
、
福
岡
市
（
一
一
三
・
三
）

名
古
屋
市
（
一
一
二
・
五
）
は
い
ず
れ
も
一
割
以
上
の

流
人
度
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
神
奈
川
県
の
川
崎

市
（
九
七
・
八
）
、
横
浜
市
（
九
一
・
六
）
は
逆
に
流

出
を
示
し
て
お
り
、
特
に
、
横
浜
市
の
場
合
、
一
割
近

い
流
出
を
示
し
て
い
る
。

　
次
に
、
販
売
額
対
全
国
シ
ェ
ア
／
人
口
対
全
国
シ
ェ

ア
を
み
る
と
、
十
大
都
市
中
、
大
阪
市
一
・
六
六
を
筆

頭
に
、
名
古
屋
（
一
・
六
〇
）
、
札
幌
（
一
・
五
六
）

福
岡
（
一
・
五
〇
）
、
東
京
（
一
・
四
五
）
は
い
ず
れ

も
き
わ
め
て
高
い
流
入
率
を
想
像
さ
せ
る
。
こ
の
五
都

市
は
札
幌
市
を
除
き
、
い
ず
れ
も
昼
夜
間
人
口
比
で
一

割
以
上
の
高
い
流
入
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ

れ
た
い
。
京
都
市
、
神
戸
市
は
、
販
売
額
シ
ェ
ア
／
人

口
シ
ェ
ア
で
一
・
二
九
、
一
・
二
五
と
や
や
低
く
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
横
浜
市
（
一
・
一
四
）
、
北
九
州

市
（
一
・
一
○
）
、
川
崎
市
（
一
・
〇
〇
）
は
ほ
と
ん

ど
流
入
が
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
低
い
数
値
を
示
し
て
い

る
。
低
位
の
五
都
市
も
昼
夜
間
人
口
比
に
ほ
と
ん
ど
対

応
し
た
順
位
を
示
し
て
い
る
。
横
浜
市
と
川
崎
市
を
比

較
す
る
と
、
川
崎
市
よ
り
も
横
浜
市
の
方
が
小
売
業
の

吸
引
力
は
強
い
と
い
え
よ
う
。

　
十
大
都
市
の
消
費
支
出
の
流
出
・
流
入
は
、
各
都
市

の
小
売
業
の
年
間
販
売
額
と
消
費
支
出
規
模
の
比
較
に

よ
っ
て
概
略
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
十
大
都
市
の
消
費
支

出
規
模
は
第
一
表
⑥
に
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
昭
和

四
十
八
年
三
月
時
点
で
の
消
費
支
出
規
模
で
あ
り
、
昭

和
四
十
七
年
の
小
売
業
年
間
販
売
額
に
対
応
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
表
の
「
③
消
費
支
出
規
模
」
と
「
④
小
売
業
年

間
販
売
額
」
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
⑤
消
費

支
出
流
人
額
」
、
「
⑥
消
費
支
出
流
入
率
」
が
概
算
さ

れ
る
。
消
費
支
出
の
流
入
額
お
よ
び
流
入
率
で
第
一
位

を
占
め
て
い
る
の
は
大
阪
市
、
六
二
一
・
二
〇
三
百
万

円
、
一
・
七
三
で
あ
り
、
⑤
流
入
（
出
）
額
、
⑥
流
入

出
率
の
順
位
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
と
し
て
も
、
十
大

都
市
中
横
浜
市
、
川
崎
市
を
除
く
す
べ
て
の
都
市
が
か

な
り
大
巾
な
流
入
を
記
録
し
て
い
る
。
横
浜
市
は
⑤
流

入
（
出
）
額
、
⑥
流
入
（
出
）
率
と
も
に
、
△
一
二
四
、
一

三
六
百
万
円
、
○
・
八
五
と
最
高
の
流
出
を
示
し
て
い

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
消
費
支
出
の
流
出
を
、
し
か

も
、
か
な
り
大
巾
の
流
出
を
記
録
し
て
い
る
の
は
、
と

も
に
、
神
奈
川
県
の
横
浜
市
、
川
崎
市
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
ひ
い
て
は
、
神
奈
川
県
小

売
業
の
吸
引
力
の
な
さ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
。

　
デ
ー
タ
で
は
っ
き
り
と
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
横
浜
市
の
消
費
支
出
の
流
出
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
な
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
横
浜
市
の
消
費
支
出
の
流
出
は
四
十

八
年
の
可
処
分
所
得
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ほ

ぼ
同
様
の
傾
向
が
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
見
ら
れ
る
は

ず
で
あ
る
。

　
そ
の
第
二
は
、
そ
の
消
費
支
出
の
流
出
の
か
な
り
の

部
分
は
買
廻
品
、
専
門
品
、
特
に
、
そ
の
中
で
も
、
高

級
品
の
範
疇
に
属
し
、
そ
の
流
出
の
方
向
は
東
京
区
部

に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
大
き
な
誤
り
は
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
そ
の
第
三
は
、
そ
の
流
出
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
と

し
て
、
横
浜
市
の
高
級
品
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
的
な
商
品

関
係
の
小
売
業
の
個
性
の
喪
失
と
弱
体
化
が
あ
げ
ら
れ

よ
う
。
一
例
と
し
て
、
今
日
、
横
浜
市
の
百
貨
店
が
ほ

と
ん
ど
外
部
、
特
に
、
東
京
資
本
に
制
圧
さ
れ
、
そ
の

た
め
、
そ
の
品
揃
え
も
東
京
区
部
の
百
貨
店
の
亜
流
と

し
か
い
え
な
い
状
態
に
陥
っ
て
お
り
、
横
浜
市
の
百
貨

店
と
し
て
の
個
性
と
顧
客
の
吸
引
力
の
喪
失
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
第
四
は
、
個
性
の
喪
失
と
顧
客
吸
引
の
弱
休
化

が
、
百
貨
店
の
場
合
以
上
に
、
上
記
の
タ
イ
プ
の
商
品

を
扱
う
専
門
店
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
ら
を
も
っ
て
構
成

さ
れ
る
商
店
街
に
つ
い
て
一
層
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
神
戸
市
の
そ
れ
と
比
較
す
る
こ

と
に
よ
り
一
層
は
っ
き
り
す
る
。

　
横
浜
市
、
神
戸
市
は
そ
の
生
い
立
ち
に
き
わ
め
て
共

通
し
た
面
を
も
ち
、
戦
前
ま
で
は
、
「
日
本
の
玄
関

口
」
で
あ
り
、
「
外
人
、
特
に
、
貿
易
商
人
が
多
く
住
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み
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
町
」
で
、
「
舶
来
、
高
級
の
イ

メ
ー
ジ
を
強
く
も
ち
、
流
行
の
先
端
を
行
く
町
」
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
も
っ
て
い
た
。

　
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
に
、
横
浜
市
、
神
戸
市
の
「
舶

来
・
高
級
、
流
行
の
先
端
的
商
品
」
を
扱
う
商
店
な
い

し
商
店
街
が
、
近
接
の
東
京
と
か
大
阪
を
も
含
む
広
域

の
顧
客
を
吸
収
す
る
力
を
も
っ
て
い
た
が
、
戦
後
、
こ

の
様
相
は
一
定
し
て
い
る
。
特
に
、
横
浜
市
の
場
合
、

神
戸
市
に
比
較
し
て
、
こ
の
種
の
商
品
を
扱
う
商
店
な

い
し
商
店
街
の
個
性
の
喪
失
と
顧
客
吸
引
力
の
弱
化
は

著
る
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
そ
の
主
た
る
理
由
と
し
て
は
、
①
神
戸
市
と
大
阪
市

の
関
係
が
、
力
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
地
方
都
市
対
地
方

都
市
の
関
係
で
把
握
さ
れ
る
の
に
対
し
、
東
京
都
と
横

浜
市
の
関
係
は
首
都
対
衛
星
都
市
の
関
係
で
把
握
さ

れ
、
そ
の
独
立
度
に
差
が
で
て
い
る
こ
と
、
②
横
浜
市

の
場
合
、
「
日
本
の
玄
関
口
」
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
が

横
浜
港
か
ら
羽
田
空
港
に
移
行
し
、
「
舶
来
、
高
級
、

流
行
の
先
端
の
町
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
、
さ
ら
に
は

そ
の
実
体
が
次
第
に
失
わ
れ
て
い
く
反
面
、
こ
の
イ
メ

ー
ジ
と
実
体
を
備
え
た
商
店
な
い
し
商
店
街
が
、
今
日

の
六
本
木
、
原
宿
な
ど
に
出
現
す
る
に
至
っ
て
い
る
こ

と
、
③
横
浜
市
の
再
開
発
が
東
京
の
ベ
ッ
ド
・
タ
ウ
ン

化
の
方
向
で
進
行
し
、
こ
れ
が
さ
ら
に
そ
の
無
個
性
化

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
こ
と
（
も
と
よ
り
神
戸
市
に
お

い
て
も
、
ベ
ッ
ド
・
タ
ウ
ン
化
の
現
象
が
み
ら
れ
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
こ

れ
へ
の
対
応
は
「
ダ
イ

エ
ー
」
、
「
灘
生
協
」
の

発
生
と
い
う
形
で
裏
付

け
ら
れ
て
い
る
）
、
④

経
済
の
実
勢
が
首
都
志

向
と
い
う
形
で
進
行
す

る
中
で
、
ま
た
、
横
浜

市
に
不
利
な
占
領
軍
政

策
の
展
開
、
続
行
の
中

で
、
横
浜
市
商
業
が
戦

前
の
実
力
と
個
性
を
維

持
し
続
け
る
こ
と
が
い

か
に
困
難
で
あ
っ
た
か

は
十
分
に
実
感
で
き
る

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
神
戸
市
商
業
が

舶
来
・
高
級
、
お
よ
び

流
行
の
先
端
的
イ
メ
ー

ジ
と
実
体
を
な
お
か
な

り
の
程
度
ま
で
温
存
し

て
い
る
と
同
時
に
、
他

方
、
最
寄
品
に
つ
い
て

は
、
今
日
の
大
型
小
売

業
の
草
分
け
と
も
い
う

べ
き
「
灘
生
協
」
、
「
ダ

表－4　横浜市14区指標一覧
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イ
エ
ー
」
な
ど
を
産
み
出
し
た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
対

し
、
今
一
つ
、
横
浜
市
商
業
の
消
極
さ
と
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
ー
の
不
足
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
の
不
足
は
、
横
浜
市
西
口
の
開
発
の
主
体
性
、

さ
ら
に
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
象
徴
的
に
示
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五　
以
上
、
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
横
浜
市
商
業
は
、

卸
売
業
、
小
売
業
と
も
に
、
全
国
的
に
み
て
、
ま
こ
と

に
弱
体
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
特
に
、
人
口
規
模
と
高
い
相
関
を
も
つ
小
売
業
に
お

い
て
、
横
浜
市
は
川
崎
市
と
並
ん
で
、
人
口
に
関
係
す

る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
指
標
に
お
い
て
、
十
大
都
市
中

最
下
位
を
独
占
し
て
お
り
、
小
売
業
の
後
進
性
と
未
発

達
さ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　
横
浜
市
小
売
業
の
最
大
か
つ
緊
急
の
課
題
は
、
人
口

増
に
十
分
に
適
応
し
得
る
だ
け
の
実
力
と
内
容
を
具
備

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
少
な
く
と
も
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
横
浜
市
小
売

業
が
人
口
の
急
速
か
つ
大
巾
な
伸
び
に
不
十
分
な
形
で

し
か
適
応
で
き
な
か
っ
た
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
人
口

増
と
そ
れ
に
伴
う
購
買
力
の
自
然
増
を
背
景
に
安
眠
を

む
さ
ぼ
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
横
浜
市
商
業
に
つ
い
て
の
研
究
の
中
で
、
近
年
に
お

け
る
小
売
業
の
伸
び
に
着
目
し
て
い
る
も
の
が
多
く
み

ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
神
奈
川
県
編
の
「
神
奈
川
県
の

商
業
」
、
横
浜
市
編
の
「
横
浜
市
の
商
業
」
に
も
認
め

ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
再
三
再
四
繰
り
返
し
て
強
調
し
て

い
る
よ
う
に
、
横
浜
市
小
売
業
の
伸
び
は
、
人
口
増
、

お
よ
び
、
人
口
一
人
当
り
所
得
水
準
の
高
さ
（
所
得
較

差
）
か
ら
み
て
む
し
ろ
当
然
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
横
浜

市
小
売
業
の
伸
び
の
低
さ
、
後
進
性
、
未
発
達
と
い
う

側
面
こ
そ
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
と
い
う
の
は
、
横
浜
市
小
売
業
が
人
口
の
伸
び
に
対

し
て
十
分
に
適
応
し
切
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

第
一
に
、
消
費
者
と
っ
て
は
、
不
便
さ
と
不
利
益
を
強

要
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
小
売

業
に
と
っ
て
は
、
本
来
地
元
に
留
保
さ
れ
る
べ
き
消
費

支
出
が
外
部
に
流
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
三

に
、
市
当
局
に
と
っ
て
は
、
横
浜
市
の
地
区
の
流
入
・

流
出
は
別
と
し
て
、
市
外
へ
の
消
費
支
出
の
流
出
分
だ

け
不
利
益
を
蒙
る
と
い
う
、
多
面
に
わ
だ
っ
て
の
不
利

益
を
導
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
四
表
は
横
浜
市
一
四
区
の
小
売
業
に
関
係
す
る
指

標
を
一
覧
表
の
形
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
人
口
に

関
す
る
諸
指
標
の
低
さ
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
地
区
と
し

て
、
西
区
と
中
区
が
あ
る
。
西
区
お
よ
び
中
区
は
、
人

口
は
こ
こ
数
年
間
に
わ
た
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
り
、
西

区
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。
西
区
、
中
区
は
横
浜
を
代
表

す
る
繁
華
街
を
擁
し
、
両
区
は
昭
和
四
十
九
年
現
在
、

人
口
／
売
場
面
積
で
西
区
〇
・
六
人
、
中
区
○
・
八
人
、

人
口
／
商
店
数
で
西
区
五
〇
人
、
中
区
四
五
人
、
さ
ら

に
、
販
売
額
シ
ェ
ア
／
人
口
シ
ェ
ア
で
西
区
四
・
七

人
、
中
区
三
・
二
人
と
横
浜
市
一
四
区
の
中
で
も
異
常

に
高
い
数
値
を
記
録
し
て
い
る
。

　
横
浜
市
小
売
業
に
与
え
ら
れ
た
重
要
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
買
廻
品
お
よ
び
専
門
品
へ
の
消
費
支
出
の
市
外

へ
の
流
出
の
阻
止
と
市
外
か
ら
の
流
入
の
吸
引
は
、
こ

の
西
区
お
よ
び
中
区
の
繁
華
街
を
除
い
て
は
不
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
課
題
が
い
か
に
解
決
困
難
で
あ

る
か
は
現
実
が
証
明
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
西
区

お
よ
び
中
区
の
繁
華
街
お
よ
び
そ
れ
を
構
成
す
る
個
々

の
小
売
店
が
東
京
の
亜
流
か
ら
脱
し
、
独
自
の
個
性
を

確
立
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
、
こ
の
課
題
を
満
た
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
横
浜
市
の
小
売
業
界
に
外
部
資
本
が
大
量
に
流
入
す

る
と
い
う
今
日
の
傾
向
に
対
し
て
何
ら
反
対
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
外
部
資
本
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
個

性
の
喪
失
に
は
大
き
な
危
惧
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。

　
横
浜
市
小
売
業
の
人
口
増
へ
の
適
応
問
題
が
き
わ
め

て
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
区
は
、
横
浜
市
一
四

区
の
中
で
も
過
半
数
を
占
め
る
。

　
ま
ず
、
横
浜
市
一
四
区
の
中
で
人
口
の
伸
び
率
（
四

十
九
年
／
四
十
五
年
）
が
二
割
を
越
え
て
い
る
の
は
緑

横
浜
市
小
売
業
の
今
後
の
課
題

む
す
び
に
代
え
て
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区
の
一
・
五
三
を
筆
頭
に
、
磯
子
区
、
港
南
区
、
戸
塚

区
の
一
・
三
〇
台
、
旭
区
、
金
沢
区
、
瀬
谷
区
の
一
・

二
〇
台
の
七
区
と
な
っ
て
い
る
。
港
南
区
は
昭
和
四
十

九
年
以
降
も
年
率
一
割
の
急
増
を
記
録
し
、
つ
い
で
緑

区
、
戸
塚
区
、
瀬
谷
区
が
高
い
伸
び
率
を
示
し
。
旭
区
、

磯
子
区
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
上
記
の
七
区
の
う
ち
、
昭
和
四
十
九
年
現
在
、
港
南

区
を
除
く
六
区
（
旭
区
、
港
北
区
、
磯
子
区
、
緑
区
、

戸
塚
区
、
瀬
谷
区
）
は
、
四
十
九
年
現
在
、
人
口
／
売

場
面
積
で
一
㎡
当
り
三
人
以
上
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を

要
求
さ
れ
て
お
り
、
他
に
、
保
土
ヶ
谷
区
も
三
人
以
上

を
記
録
し
て
い
る
。
港
南
区
は
こ
れ
ら
の
区
よ
り
や
や

低
く
二
・
五
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
九
年
現
在
、
人
口
／
商
店
数
で

一
〇
〇
人
を
こ
え
る
区
は
九
区
と
な
っ
て
い
る
が
、
人

口
の
伸
び
率
の
高
か
っ
た
上
記
の
七
区
は
緑
区
の
一
七

八
人
、
戸
塚
区
の
一
五
一
人
を
は
じ
め
、
す
べ
て
一
〇

〇
人
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
口
／
売
場
面
積
で
一
㎡
あ
た
り
三
人
以
上
、
人
口

／
商
店
数
で
一
〇
〇
人
以
上
と
い
う
数
値
が
い
か
に
高

い
数
値
で
あ
る
か
は
、
第
二
表
の
十
大
都
市
の
そ
れ
と

対
象
す
る
と
一
層
は
っ
き
り
す
る
。
す
で
に
言
及
し
て

お
い
た
よ
う
に
、
横
浜
市
の
こ
の
二
つ
の
比
率
は
十
大

都
市
中
で
も
と
び
抜
け
て
高
く
（
人
口
／
売
場
面
積
：

横
浜
市
二
・
二
人
、
名
古
屋
市
一
・
二
人
、
大
阪
市
一

・
五
人
、
東
京
区
都
一
・
八
人
、
人
口
／
商
店
数
：
横

浜
市
九
七
・
三
人
、
大
阪
市
五
三
・
八
人
、
名
古
屋
市

六
四
・
九
人
、
東
京
区
部
七
二
・
〇
人
）
、
前
出
の
横

浜
市
各
区
は
横
浜
市
の
平
均
を
さ
ら
に
大
巾
に
上
廻
っ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
人
口
／
売
場
面
積
、
人
口
／
商
店
数
の
数
値
の
高
さ

は
、
小
売
業
側
に
と
っ
て
は
、
比
較
的
に
安
易
な
経
営

が
許
容
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
、
消
費
者
側
に

と
っ
て
は
、
購
買
の
不
便
さ
と
不
利
益
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

　
人
口
／
売
場
面
積
で
昭
和
四
十
九
年
に
三
人
以
上
を

記
録
し
て
い
た
横
浜
市
七
区
は
五
十
一
年
に
は
す
べ
て

二
人
台
に
突
入
し
て
い
る
。
他
方
、
人
口
／
商
店
数
で

一
〇
〇
人
以
上
を
示
し
て
い
る
九
区
で
の
昭
和
四
十
九

年
か
ら
五
十
一
年
ま
で
の
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
大
巾
な
人
口
増
を
経
験
し
た
上
記
の
七
区

の
小
売
業
が
、
こ
の
人
口
増
に
対
し
て
、
商
店
数
の
増

加
よ
り
も
売
場
面
積
の
増
加
を
も
っ
て
適
応
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
表
の
「
⑦
売
場

面
積
／
伸
び
率
商
店
数
伸
び
率
」
が
き
わ
め
て
高
い
数

値
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の

売
場
面
積
の
増
大
は
既
存
店
舗
の
売
場
面
積
の
拡
張
に

よ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
主
と
し
て
大
型
店
舗

の
進
出
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　
こ
の
大
型
店
舗
の
新
規
の
大
量
進
出
は
既
存
の
小
型

店
舗
お
よ
び
商
店
街
（
既
進
出
の
大
型
店
舗
を
も
含
む
）

と
の
間
で
重
大
な
葛
藤
を
ひ
き
起
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
葛
藤
が
消
費
者
無
視
と
い
う
い
形
で
展
開
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
ま
こ
と
に
い
か
ん
で
あ
る
。

　
横
浜
市
の
新
開
発
な
い
し
再
開
発
地
区
に
お
け
る
人

口
／
売
場
面
積
、
人
口
／
商
店
数
の
数
値
の
異
常
な
高

さ
か
ら
み
て
、
そ
の
水
準
の
正
常
化
の
動
き
が
、
今
後

も
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
の
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
水
準
是
正
の
動
き
が
大
型
店
舗
の

新
規
進
出
を
台
風
の
眼
と
し
て
進
行
す
る
こ
と
は
当
然

予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
既
存
の
地
元
商
店
お
よ
び

商
店
街
も
単
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
大
型
店
舗
の
侵
攻
を

ま
つ
の
で
は
な
く
、
そ
の
侵
攻
を
あ
く
ま
で
も
阻
止
す

る
決
意
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
侵
攻
を
動
機
づ
け
て
い

る
地
元
商
店
お
よ
び
商
店
街
の
も
つ
弱
点
お
よ
び
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
事
前
に
解
決
し
て
お
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
努
力
に
は
自
ず
か

ら
限
界
が
あ
り
、
新
規
進
出
を
志
向
し
て
い
る
大
型
店

舗
と
の
共
存
共
栄
路
線
の
操
牽
こ
そ
、
真
の
問
題
解
決

の
鍵
と
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
あ
く
ま
で
も
、
消
費
者

の
利
便
と
利
益
が
第
一
義
的
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
侵
攻
さ
れ
る
側
の
地
元
商
店
街
を
構
成
す
る
商
店
は

小
型
店
舗
が
多
く
、
弱
体
で
あ
る
た
め
、
自
力
で
の
体

質
強
化
を
前
提
と
し
て
、
適
切
な
指
導
が
必
要
と
さ
れ

る
と
同
時
に
、
侵
攻
す
る
側
の
大
型
店
舗
が
陥
り
や
す

い
強
者
の
論
理
を
押
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
横
浜
市
の
商
業
行
政
も
こ
の
点
に
こ
そ
最
重
点
が
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置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
横
浜
市
の
商
業
行
政
で
第
一
に
行
う
べ
き
こ
と
は
、

横
浜
市
小
売
業
が
い
か
に
後
進
性
を
も
ち
、
未
熟
で
あ

る
か
、
ま
た
、
い
か
に
消
費
者
の
利
便
を
そ
こ
な
っ
て

き
た
か
を
、
地
元
小
売
業
に
明
確
に
認
識
さ
せ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
横
浜
市
の
消
費
者
行
政
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　
消
費
者
無
視
な
い
し
軽
視
は
、
低
成
長
下
に
あ
っ
て

は
、
必
ず
や
、
消
費
者
側
か
ら
の
手
き
び
し
い
し
っ
ぺ

返
し
を
ま
ね
く
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
低
成
長
下
に

お
い
て
は
、
消
費
者
の
購
買
行
動
は
慎
重
か
つ
賢
明
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
自
動
車
の

利
用
が
長
距
離
の
旅
行
よ
り
比
較
的
に
近
距
離
で
の
家

族
づ
れ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
切
り
換
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
最
近
の
土
・
日
曜
日
の
ス
ー
バ
ー
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
駐
車
場
の
こ
み
方
に
も
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
生
活
必
需
品
を
含
む
最
寄
品
、
高

額
商
品
を
除
く
買
廻
品
が
主
た
る
購
買
商
品
と
な
る

が
、
自
動
車
に
よ
る
家
族
小
旅
行
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

組
合
わ
せ
た
利
用
の
パ
タ
ー
ン
の
定
着
化
は
商
圏
の
拡

大
化
を
も
た
ら
し
、
各
地
区
の
地
元
商
店
お
よ
び
商
店

街
が
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
、
欲
求
に
沿
っ
た
展
開
を
怠
る

な
ら
ば
、
簡
単
に
消
費
者
に
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。
新
興
地
区
の
住
民
は
地
元
小
売
店

に
対
し
て
は
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
を
も
つ
こ
と
は
な

い
。　

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
基
軸
と
し
た
展
開
こ
そ
、
横
浜

市
小
売
業
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
、
筆
を
お
く
。
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